
薬 学 生 新 聞

　既出問題の出題率は20％
程度ですが、新薬剤師国家試
験における既出問題が十分に
蓄積されるまでの間の活用割
合はその限りではありませ
ん。
 表３のように第97回では、
全体の20％、「薬学理論問題」
においては、約30％が再出
題および類似問題として出題
されました。直前期は、問題

をたくさん解くことが大切です。出題
頻度の高い７～８年分は必ず解いてく
ださい。第97回から解き始め、何回
も繰り返し解くことで頭に残ります。
解けた問題には時間をかけず、解けな
かった問題は、参考書などで調べて要

点 を 理 解 し ま し ょ
う。答えを暗記する
のではなく、他の領
域と関連づけながら
解くと応用力が養わ
れ、全般的な知識の
ブラッシュアップが
できます。
　この時期に、苦手
な方も多く基礎学力
を必要とする有機化
学や物理化学など基
礎を、時間をかけて
たくさん勉強しても
飛躍的に伸びるもの
ではありません。
　しかし、法規・制

　国家試験には足切りがあり
ます。合格するには、総点だ
けでなく、各領域に設定され
ている足切りに注意しなけれ
ばいけません。全総点で合格
ライン（65％）を満たして
いても、「必須問題」の総点
で合格ライン（70％）を満
たしていても、各領域ごとに
合格ラインがあるため、苦手
領域があると足切りにかかっ
て不合格になることがありま
す。
　第97回を見ても各領域か
らまんべんなく出題されてい
ます。第97回では、「衛生」
の足切りで不合格になった方

がたくさんいました。苦手領域が存在
することは絶対に避けなければいけま
せん。苦手領域の克服には次に挙げる
模擬試験の活用が有効です。

　直前期の模擬試験には、合格に貴重
な情報があります。
　①模擬試験を苦手領域・苦手項目の
把握に使ってください。勉強のコツは

することを心がけ、なるべく多くの問
題を解くことです。
　２）一般問題の「薬学理論問題」は、
第97回国家試験や模擬試験を見ても、
正答率が最も低いという結果でした。
ＣＢＴの問題に比べ、文章が長くポイ

ントをつかみにくく読解
力を必要とするためだと
思います。しかし「薬学
理論問題」での既出問題
出題率は高く30％でし
た（表３）。直前期の「薬
学理論問題」の有効な勉
強法は、７～８年分の既
出問題をしっかり暗記す

るのではなく、周辺の事項を理解しな
がら勉強を進めることです。大きな得
点源になったと思われます。
　３）一般問題の「薬学実践問題」は、
症例や事例を挙げて臨床の現場で薬剤
師が直面する問題を抽出・解決するた

めの資質を問う問題で、実践力・総合
力・基礎力を確認する出題です。「複
合問題」や実践的な問題である「実務」
は、ともに医療現場を経験しなければ
解けない「長期実務実習」の成果を意
識した実践的な問題、薬剤師から医師
への提案や今後薬剤師が取り組まなけ
ればいけない事例などが出題されま
す。また複合問題は、実務と他の領域
の連問です。今まで全領域を勉強して
いますから、直前期こそ患者背景や他
の領域との関連を理解する等を考えな
がら問題を解きましょう。解くことで
出題パターンがつかめます。
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度、衛生、製剤学、機能形態学、薬理
学など比較的覚えることが多い科目
は、特にこの時期に勉強してくださ
い。
　前記に挙げた、苦手領域・苦手項目
や得点源になる科目ばかりを勉強して
いると、得意科目を忘れることがあり
ます。この時期は、もう一度総復習す
ることが効率的です。理解したことは
記憶に残りやすいのですが、覚えたこ
とは忘れるのですから、繰り返すこと
が大切です。
　先ほども記しましたが繰り返すこと
で、自分の知識として定着するのです。
しかし一度は勉強したところですか
ら、端から復習するのでなく、国家試
験によく出題される重要項目を中心に
勉強してください。学内や予備校など
で行われる「直前講座」は、とても有
効な勉強方法です。また重要項目やヤ
マを教えてくれるはずです。

合格をつかむ直前期の取り組み法

２）模擬試験を
活用する

の約98％の方が受験します。自分が
現在どのレベルにいて、合格に到達す
るにはどこをどのように勉強したらよ
いか、対策が立てられます。自分の実
力を知るチャンスですから、真剣に受
験することをお勧めします。
　③「複合問題」は、問題のバターン
になれることや科目の壁を越えた知識
が関連づけられるチャンスです。
　また「新傾向の問題」に触れるチャ
ンスでもあります。
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最後は総復習が大切

　薬剤師国家試験は、「薬
剤師になるべき知識、技能
及び態度を習得し、医療人
として求められる資質を見
極める試験」ですから、決
してやさしいものではあり
ません。しっかりとした知
識を身につける必要があり
ます。第97回は少しやさ
しい試験でしたが、第98
回は難しくなると考えられ
ます。
　①必須問題の難易度は上
昇すると思います。
　②複合問題は、良問が増
えて少し難しくなるのでは
ないでしょうか。
　③長期実務実習の成果を
問う問題がさらに多くなる
ように思います。
　④第97回では、出題基
準に新たに掲載されたもの
があまり出題されていませ
んが、第98回では新傾向
の問題が出題されると思います。
　⑤症例問題、検査値に関する問題は
増え、難しくなるように思います。
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全国の60％以上の受験者が解けて、
自分が解けなかった問題があったらそ
れが苦手領域・苦手項目です。その領
域・項目を参考書や問題集に戻って勉
強してください。解けなかった問題は、
調べることでさらに理解力が高まりま
す。
　②２月の全国統一模擬試験は、全国

表３　既出問題の出題率

再出題 類似
組み合わせ
類似

計

必須 0 10 3 13

割合 0% 11.1% 3.3% 14.4%

理論 3 16 12 31

割合 2.9％ 15.2％ 11.4% 29.5%

実践 0 10 1 11

割合 0% 6.7% 0.7% 7.3%
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